
審査員総評  

 

コロナ禍の中でのそれぞれの活動内容についての工夫した点の報

告をいただいた。このような状況も少しずつ収まっていく中、よう

やく従前のような活動もできると思う。各団体の事業がこのコロナ

禍の 2 年間の閉塞感を打破するものと期待する。  

 

〇まあるいごえん～おやこの笑顔を育み隊～  

利用者の評価を聞き、課題を洗い出し、その課題を解決をしてい

るということは素晴らしいことだと思う。  

 

〇北名古屋レクリエーション指導者クラブ  

競技のルールが自由ということであるから、自由に事業展開がで

きる。コロナ禍が明けたら、ぜひ前に進んで行ってほしい。  

 

〇NPO 法人ママママルシェ  

利用者ニーズ調査をし、その結果により事業内容の変更をし、そ

れで結果を出している。他団体と交流していただいて、横断的な事

業を展開してほしい。                 

 

〇NPO 法人フィール・ザ・ワールド  

SDGs はすべてにかかわっている。コミュニティの大切さを映画

会の参加者が気づいたのは素晴らしいことである。誰一人取り残さ

ない、協働するということは、コミュニティのベースである。最終

的にコミュニティの大切さをわかってもらえたことは非常に有意

義な事業であった。  


